
 

公益社団法人 東京都臨床検査技師会 令和７年度第 8 回理事会議事録 

 

日 時：2025 年 12 月 17 日(水)19 時 00 分~20 時 23 分 

場 所：東京都臨床検査技師会事務所(Zoom 併用) 

〒102-0073 東京都千代田区九段北 4 丁目 1−5 

議 長：原田典明 

書 記：府川孝子（庶務部） 

出 席：理事 21 名、監事 2 名、計 23 名 

会議室：原田典明、中村香代子、山方純子、浄土雅子、加藤政利、飛知和澄子、山﨑貴之、猪股新平、

沖倉秀明、堀田直、伊藤葵、末永晴香、浅野直仁、岩瀬三千代、本間慎太郎、奥藤由紀子（役

員候補者選出委員会）長島義男（監事）、遠藤盛人（外部監事） 

Z o o m：米山正芳（自宅）、竹澤理子（職場）、市川喜美子（職場）、宿谷賢一（職場）、府川孝子

（職場）、堀口新悟（職場） 

欠 席：近藤昌知、乙川宏美、神田裕介、長島恵子、髙橋秀治（監事） 

（敬称略） 

 

 

Ⅰ．開 会 

東京都臨床検査技師会副会長 原田典明は議長席につき、Web 会議システムにより、出席の音声が即時

に他の出席者に伝わり、出席者が一堂に会するのと同等に適時的確な意見表明が互いにできる状態とな

っていることを確認の後、理事会の開会を宣言し、以下の議事に入った。 

 

 

Ⅱ．議事録の確認 

Ⅱ-1．理事会議事録 

・令和 7 年第 7 回理事会議事録 Ⅱ-1 

Ⅱ-2．執行理事会議事録 

・2025 年度第 8 回執行理事会議事録 Ⅱ-2 

 

 

Ⅲ．審議・承認事項 

Ⅲ-1．電磁的方法による審議・承認事項 

・特になし 

Ⅲ-2．審議・承認事項 

1）印章規程の申請書および運用について 

・加藤常務理事より、資料Ⅲ-2-1～2 に基づいて提案があった。 

 学術研究班に運用確認が漏れていたため、回覧後に再審議となった。 

2）外部理事制度導入に伴う役員候補者選出規程改訂について 



・役員候補者選出委員会 奥藤委員より、資料Ⅲ-2-5 に基づいて提案があった。 

 審議の結果、全会一致にて承認された。 

3）来年度の生物化学分析検査研究班の事業計画について 

・原田会長より、来年度より免疫血清検査研究班と臨床化学検査研究班が合併するが、

予測が難しいため来年度の事業計画は今まで通りとして進めてもよろしいかの確認

があった。審議の結果、全会一致にて承認された。 

4）選挙管理委員会 代議員選挙投票前の ID・PW メールの一斉送信について 

        ・末永常務理事より、来年 1 月 13 日から投票が始まる代議員選挙において、ID やパ 

スワードの再送要求が多いことから、約30万円の追加経費となるがベンダーによ 

る一斉送信の可否について提案があった。審議の結果、全会一致にて承認された。 

なお、送信時期は 1 月 9 日を予定している。 

5）正会員新規入会について Ⅲ-2-6 

・加藤常務理事より、正会員 22 名について資料に基づき説明があり、審議の結果、

全会一致にて承認された。 

       6）学生新規入会について Ⅲ-2-7 

        ・加藤常務理事より、学生会員 2 名について資料に基づき説明があり、審議の結果、 

全会一致にて承認された。 

       7）会館取得積立金の積み増しについて 

・浄土常務理事より、公益法人は収支相償を満たさなければならず、ここ 2 年間黒字 

決算であることから東京都よりその理由と今後の方針および解消策について報告が 

求められている。その解消策として今年度会館取得積立金を 200 万円予算時に計上 

していたがこの 2 年間分を解消する為に 2300 万円を積み増しし、計 2500 万円を 

会館取得積立金とする旨の審議依頼があった。審議の結果、全会一致にて承認され 

た。 

 

 

Ⅳ．行動報告・予定 

Ⅳ-1 行動記録 

※開催形態 現地のみ開催：◎、現地＋Web 開催：〇、Web のみ開催：△ 

【執行理事会・理事会行動記録】 

・1203 第 9 回執行理事会〇 

・1119 第 7 回理事会〇 

【部局会記録】 

・1125 精度管理調査委員会【休会】 

・1126 表彰選考委員会【休会】 

・1127 庶務部・役選ミーティング△ 

・1202 青年育成委員会〇 

・1204 役員候補者選出委員会〇 

・1209 会計部会◎ 



・1210 庶務部会議〇 

・1211 地方共催部会〇 

・1215 学術部会〇 

Ⅳ-2 行動予定 

【執行理事会・理事会行動予定】 

・0107 第 9 回理事会〇 

・0121 第 8 回理事会〇 

・0130 令和 7 年度新春のつどい 

【部局会予定】 

・1218 選挙管理委員会△ 

・1219 会館取得検討 WG〇 

・1222 精度管理調査委員会〇 

・1224 表彰選考委員会〇 

・0108 役員候補者選出委員会〇 

・0114 庶務部会議〇 

・0115 地方共催部会〇 

・0116 会館取得検討 WG〇 

・0119 精度管理調査委員会〇 

 

 

Ⅴ．事業報告 

Ⅴ-1． 臨床検査技師としての倫理の高揚と資質の向上事業 

1）学術部会 

・堀口理事より、2025 年度第 7 回学術部会の報告がなされた。 Ⅴ-1-1 

2）初級研修会 

・特になし 

3）支部プラスワン研修会 

・末永常務理事より、2026 年２月に予定していることが報告された。 

4）精度管理調査委員会 

・特になし 

5）医学検査学会 

・特になし 

6）青年育成委員会 

・特になし 

7）管理者育成研修会 

・中村副会長より、3 月 28 日（土）都臨技事務所にて開催予定であることが報告され 

た。 

8）生涯教育制度実行委員会 

・本間理事より、生涯教育報告(2025 年 11 月分)がなされた。 V-1-8 



 

Ⅴ-2． 臨床検査の情報提供事業 

1） 学生への情報提供 

飛知和常務理事より以下の報告がなされた。 

・ジョブ tavi（青山学院高等部 、文教大学付属中学校 ）について 

（資料Ⅴ-2-1-1～2） 

・冬期学生対象講演 ポスターについて （資料Ⅴ-2-1-3） 

・2026 年度学生対象講演 国立オリンピック記念青少年記念センター予約について 

（資料Ⅴ-2-1-4） 

2）教育施設連絡者会議 

・特になし 

3）地域保健共済部会 

・飛知和常務理事より、資料Ⅴ-2-3 に基づいて第 7 回地域保健共催部会議について報 

告がなされた。 

 

Ⅴ-3．人々の健康増進、医療、公衆衛生向上のための地域保健共催事業（都民対象事業） 

    1）公共事業への参加 

・特になし 

2）STI 予防啓発活動 

・特になし 

3）東京都および各種財団などの公益活動への参加 

・飛知和常務理事より、エイズフェスについて資料Ⅴ-3-3-3 に基づいて報告がなされ 

た。 

 

Ⅴ-4．臨床検査の普及啓発事業 

1） 支部運営 

末永常務理事より以下の報告がなされた。 

 ・東支部江戸川区民まつり活動報告 （資料Ⅴ-4-1-1） 

 ・東支部江東区民まつり活動報告 （資料Ⅴ-4-1-2） 

 ・西支部稲城ふれあい保健・医療まつり活動報告 （資料Ⅴ-4-1-3） 

 ・西支部小平市民まつり活動報告 （資料Ⅴ-4-1-4） 

 ・南支部ふるさと渋谷フェスティバル活動報告 （資料Ⅴ-4-1-5） 

2）地域保健共催部啓発事業（公開講座） 

 ・特になし  

2） ホームページ運営事業 

堀田理事より以下の報告がなされた。 

・11 月広報委員会報告（資料Ⅴ-4-2） 

・リニューアル詳細について（株）ラヴァーレと再確認を行い、2026 年 6 月に完了 

予定である。 



 

 

Ⅴ-5．機関誌発行事業 

1）編集委員会 

・浅野理事より、会誌 2 月号は現在校正中であり、予定通り発刊できる旨の報告があ 

った。 

 

Ⅴ-6．その他の事業  

1）表彰選考委員会 

 堀田理事より以下の報告がなされた。 

・第 20 回東京都医学検査学会内で永年会員表彰を行った。 

・「新春のつどい」内で名誉会員表彰、功労者表彰、旭日双光章、緒方富雄賞、日臨 

技最優秀論文賞の表彰を行う予定である。 

 

 

 

Ⅵ．その他の報告 

Ⅵ-1．学術部 

・特になし 

 

Ⅵ-2．学会運営部 

    1）第 20 回東京都医学検査学会 

中村副会長より報告がなされた。 

        ・参加者 516 名（都・他県会員：376 名、賛助会員：107 名、非会員：11 名、学生会 

員：22 名） 

        ・懇親会参加者 141 名 

2）学会長推薦委員会 

・特になし 

 

Ⅵ-3．支部 

1） 選挙管理委員会 

   ・特になし 

2）各支部 

末永常務理事より以下の報告がなされた。 

 ・タスク・シフト/シェア講習会について 

  東京都主催（文京学院大学）2025 年 12 月 14 日(終了) 2026 年 2 月 22 日（満席） 

  首都圏支部主催（幕張メッセ）2026 年 1 月 25 日（197/300) 

  来年度は首都圏支部(東京都、神奈川県、千葉県)で２ヶ月 1 回程度の開催の予定で

ある。 



  来年度文京学院大学の利用が不透明な状況となったため、東京都内で利便性よく、

利用料のあまりかからない施設を探していく予定である。 

  国立病院機構の団体開催を予定している。 

 ・西支部プラスワン研修会リーフレットの確認依頼  VIII-1-1 

3）役員選出委員会 

 ・特になし 

 

Ⅵ-4．地域保健共催部 

・特になし 

 

Ⅵ-5．会計部 

   浄土常務理事より以下の報告がなされた。 

・会計報告 Ⅵ-5-1～4 

・10 月～12 月分の理事行動費請求書は 1 月６日までの提出依頼があった。 

 

Ⅵ-6．庶務部 

加藤常務理事より以下の報告がなされた。 

・庶務部報告 Ⅵ-6-1 

・新春のつどい出欠連絡票は、招待者へ 12 月上旬に 12 月 19 日を返送期限として発送 

しており、年内に出席者が確定する予定である。 

         ・新春のつどいではプロジェクターで会社紹介を行う予定としている。ご参加いただく 

賛助会員にはパワーポイント 1 枚の会社紹介作成を依頼する予定である。 

         ・印刷業者決定に伴い、会誌製本（合版）をヤマモト企画に今月中に依頼予定 

         ・事業計画・予算計画・事業報告書提出依頼   VIII-1-3 

         ・パートタイム職員就業規則の HP 掲載を行った。 

         ・パートタイム職員調整手当覚書について 12 月中を目途に締結予定 III-2-3 

         ・文書管理規程作成を継続しており、保管方法に NAS を使用するなど検討中である。 

         ・事務所会議室エアコン点検済み Ⅵ-6-2 

         ・年末年始休暇期間は 12 月 2７日～1 月 4 日とした。 

         

Ⅵ-7．事務局 

竹澤常務理事より以下の報告がなされた。 

・2025 年度 10 月事務局報告 Ⅵ-7-1 

・「職場のハラスメント撲滅月間」の周知について（共有のみ） Ⅵ-7-2-1～3 

・東京都立病院機構 臨床研究支援人材育成講座広報依頼（過去に実績があり承認した旨 

の報告） Ⅵ-7-3-1～2 

・科学技術振興機構（ＪＳＴ）へ第 20 回東京都医学検査学会抄録を提供した。 

・第 113 回日本病理組織技術学会後援依頼（過去に実績があり承認した旨の報告）  

Ⅵ-7-4-2 



Ⅶ．会長・副会長報告 

Ⅶ-1．副会長報告 

以下の内容の報告がなされた。 

1）中村副会長 

・11/10 第 2 回 東京都診療放射線技師会合同会議 出席 

・11/14 中間監査 

・11/17 日技連拡大常任執行委員会 

・11/18 第 20 回学会運営委員会 

・11/27 次年度タスクシフト講習会打ち合わせ 

2）米山副会長 

・11/10 日技連拡大常任執行委員会 

・11/14 中間監査 

・11/20 国民医療を守るための総決起大会 

3）山方副会長 

・11/8 第 3 回 日臨技役員選出委員会 出席 

・11/10  第 2 回 東京都診療放射線技師会合同会議 出席 

・11/11  第 2 回 会館取得検討 WG 出席 Ⅶ-1-3-1 

・11/14 中間監査 

・11/17 第 7 回 学術部会 参加 

・11/26 Confit リニューアル版アプリ利用説明会 Web 参加 

・12/19 第 3 回 会館取得検討 WG 

・日臨技会長選挙投票日 12/8～12/18、投票期間内の違法行為に対し対応している。 

特定候補者への県や団体施設から投票をお願いするメールが配信され、12 月 16 日 

都臨技会員へ投票を促す一斉メールを行った事案が発生した。第 29 条では「選挙 

運動は、選挙の告示のあった日から投票開始日の前日までとする。選出委員会は、 

不適切な選挙運動と認めた場合は、これに対して警告することができる。立候補者 

が当該警告に従わない場合、選出委員は立候補者資格を取り消すことができる」と 

定められている。12 月 17 日(水)19:00 現在の投票率 26.18％。選挙違反がないよう 

注意して投票率 UP をお願いした。 

 

 

Ⅶ-2．会長報告 

1）会務行動記録報告 

・11/7 日臨技 会計打ち合わせ、予算委員会事前打ち合わせ 

・11/8 日臨技 第 8 回執行理事会 第 1 回予算委員会 

・11/10 都臨技 第 2 回外部理事に関する東放技との話し合い 

・11/11 都臨技 第 2 回会館取得検討 WG VII-1-3-1 

・11/14 都臨技 令和 7 年度中間監査 

・11/19 日臨技 第 4 回支部長連絡会議 都臨技 第 7 回理事会 



・11/20 日臨技 「国民医療を守るための総決起大会」 日臨技 第 4 回理事会 

・11/24 日本臨床検査同学院 第 41 回「緒方富雄賞」贈呈式・創立 50 周年記念式 

       典 

・11/25 日臨技 学術組織の再編成に伴う学術部門代表者選定についての説明会 

・11/27 日臨技 首都圏支部タスクシフト／シェア講習会打合せ 

 2）日臨技報告 VII-2-1 

・令和 7 年度 日臨技生涯教育推進研修会（11 月 30 日現在） 

東京都 採用数 16 研修会（申請率 80％）支払い済み 10 研修会 500,000 円

（執行率 50％） 

・臨地実習指導者講習会（2025 年 11 月 4 日現在） 

全修了者数：2,550 名（東京都：243 名） 

令和 7 年度開催 

12/21：首都圏支部（府川理事・加藤理事世話人として参加） 

1/25：中部圏支部 

・厚生労働省指定講習会（2025 年 12 月 5 日時点） 

検体採取講習会：受講修了者 4,895 名 養成校での履修者 1,534 名 合計 6,429 名 

修了率 84.6％ 未受講会員数 1,166 名 

次年度開催予定 2026 年 5 月 9 日 幕張メッセ 募集人数 200 名

タスクシフト／シェア講習会： 

受講修了者 2,948 名 養成校での履修者 125 名 合計 3,073 名 

修了率 40.5％ 未受講会員数 4,522 名 

実技講習申請前の基礎研修受講者（2025/12/2 現在） 

履修済 465 名 受講中 786 名 

・令和 7 年度施設実態調査及び会員意識調査実施中 

 前回(令和 5 年度)の回答率 

  施設実態調査 48.75% 

  会員意識調査 21.4％ 

 調査回答期間 令和 7 年 12 月 3 日(水)～令和 8 年 1 月 15 日(木)まで 

・日臨技会長候補者選挙について 

投票受付期間：令和 7 年 12 月 8 日(月)～令和 7 年 12 月 18 日(木) 

開票日：令和 7 年 12 月 20 日(土) 

令和 6・7 年度会長候補者選挙投票率 27.62％(投票者数 1,981 名) 

 

 

Ⅷ．確認・検討事項等 

Ⅷ-1．確認事項 

     ・中間監査報告 VIII-1-2 

    長島監事より、事業執行状況について上半期は問題なく行うことができていた。下半 

期も頑張っていただきたいとの報告がなされた。 



遠藤監事より、予算案に対し 2 期連続で収支がプラスとなっており、東京都から余剰 

金発生に対する収支予算の乖離理由の説明を求められているとの報告がなされた。 

これに対し原田会長より、事業執行率が 80％であることや会誌発行が出版社の不手際 

で合併号となり、1 回分発刊できていないこと、各部局の予算立ての甘さ、事業は予 

定とおり行ったが支出がそこまでいかなかった可能性などの指摘があった。 

山方副会長より、学術研究班では予算超過となることを避けるため、予算を超える可 

能性がある場合などは、会議を 1 回減らすなど調整して予算内に収める努力を行って 

おり、それも原因の一つではないかとの指摘もあった。 

浄土常務理事より、会館取得積立金は 200 万円であるが余剰金 2300 万円、計 2500 

万円を会館取得積立金として積み増しすることで余剰金を解消する予定であるとの報 

告があった。 

・令和８年度事業計画および予算について Ⅷ-1-3 

 加藤常務理事より、令和８年度事業計画および予算についての現在の進捗状況につい

て報告があった。引き続き各部局で検討いただきたい。 

 

Ⅷ-2．検討事項 

・特になし  

 

 

Ⅸ．閉 会 

以上をもって本理事会の審議を終了したので、議長は閉会を宣言し 20 時 23 分に解散した。 

本日の Web 会議システムを併用した理事会は、終始異常なく審議を終了した。 

 

 

上記の議題及び決議内容を明確にするため、この議事録を作成し議長および監事は次に署名捺印す

る。 

 

 

2025 年 12 月 17 日（水） 

公益社団法人 東京都臨床検査技師会 

議事録作成  府川孝子 

 

 

 

 

 

 

 



 

議 長      

（原田）  原田 典明 

                                   

監 事 

（長島）長島 義男  

 

監 事     

（遠藤） 遠藤 盛人 

 

議事録公開にあたり、偽造対策として署名捺印を省略する． 

 


